
どんな音楽家として活躍していくかを考えるきっかけとなる講座です。
時代を先駆け、活躍する音楽家達のキーワードは「パラアート」。現在、既に活躍して
いるソーシャルな音楽家達の活動・事業の事例から、その成功のカギを紐解きます。

【講座概要】
・アートの本質と課題 ・アート活動を費用から投資に
・アートによる慈善ではなく問題解決に ・もう一つのアートを基盤に据えてみる
・社会起業的フリー音楽家の事例紹介 ・「パラアート」がキーワード
・社会起業的フリー音楽家として活躍するポイント ・自身の将来を考える

（将来戦略ワークシートを使ったワークショップ）

講座講師：江口義実（一般社団法人ソーシャル・アーティスト・ネットワーク 代表理事）

【講座予約はこちら(Mail・Tel・Fax)までお知らせください［裏面参照］】

一般社団法人 ソーシャル・アーティスト・ネットワーク
東京都千代田区神田小川町2-4-5 杉商ビル8階 ☎03-6740-1650 📠03-5283-8440
Mail：info@socialartists.net HP：http://www.socialartists.net



江口義実（えぐち・よしみ）

フルートを槇本吉雄氏（東京吹奏楽団・前楽団長兼首席フルート奏者）、アンサンブルを故・上杉隆治氏
故・上杉隆治氏（元・東京都交響楽団コントラバス奏者、桐朋学園大学指揮科講師）に師事。

2009年より、非営利団体と共催のソーシャル室内楽コンサート企画＆演奏者として活動開始。その功績
から、マダガスカル共和国独立50周年記念コンサート（マダガスカル大使館主催）でラヴェル「マダガスカル
島民の歌」他（2010年）、ケニア共和国独立50周年記念・日本ケニア文化交流チャリティーの日本代表
としてナイロビで「A Song for Japan」他（2013年）を演奏。

現在、一般社団法人ソーシャル・アーティスト・ネットワーク代表理事として「アートで社会貢献」を推進。
その中でも、8人のフリー演奏家の協力の下、障害の有無を超えた地域交流を目的とする音楽交流サロン「奏」（川崎授産学園
と共催、2012年よりスタート）は既に140回以上の開催を経て、川崎市内でもパラアート先駆的事業として注目を浴びている。

また、児童虐待防止や社会的養護の啓発活動にも力を入れており、江口有香氏（元・日本フィルハーモニー交響楽団コンサート
マスター、現・ニュージーランド交響楽団アシスタントコンサートマスター）と啓発コンサート共演、川崎市内でのオレンジリボン啓発
コンサートを開催（於：川崎市役所）。近年は、同団専務理事の加藤孝子氏（著作家）と共に、被虐待経験のある子ども達の
「感情基盤」醸成プロジェクト（於：児童養護施設「川崎愛児園」）に注力し、これを核とした様々な活動を予定している。

「フルートアンサンブルで社会貢献プロジェクト」を2011年よりスタート。現在、東京・神奈川・千葉・埼玉の各地で活動している
各フルートアンサンブル市民グループの指導・指揮を務めている。

フルート奏者の高橋賀映子氏（昭和音楽大学、ドイツデットモルト音大ドルトムント校卒）と中田朋子氏（桐朋学園大学音楽
学部卒）とともに、ソーシャル/アカデミー/インタラクションをコンセプトとする「フルート＋プロジェクト」を2019年にスタート。今後、
フルートを通じた様々な事業連携を予定している。

一般社団法人ソーシャル・アーティスト・ネットワーク

「アートで社会貢献」をモットーに、2009年より活動を開始。2012年に法人格を取得し、活動を本格化。
現在、主に「児童虐待防止・社会的養護支援」「ノーマライゼーション」「国際交流」の各分野における活動を

川崎市を中心に推進している。活動は単なる施設訪問ボランティア・イベント開催ではなく、施設と連携したアートでの地域交流よる
「心」の醸成支援・意欲形成、大使館と連携した相互理解・友好親善などを核とし、社会課題解決を図ることに注力している。

代表理事：江口義実（フルート奏者、全体統括）
専務理事：加藤孝子（著作家、「感情基盤」プロジェクト・国際交流推進担当)
理 事：石井百合（音楽交流サロン「奏」担当）
監 事：西山実 （税理士法人シンフォニア代表）

上記内容をFax（03-5283-8440） もしくは 同じ内容をメール（info@socialartists.net）
または 電話（03-6740-1650）でお知らせください

講座講師のご紹介

講座主催団体のご紹介

講座申込フォーマット

氏 名

所 属 （大学名など）

希 望 日 （どちらかを選択） 10月28日 ・ 11月29日

連 絡 先 （携帯番号もしくはメールアドレス）

通 信 欄


